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研究成果の概要（和文）：デジタルネイティブのための感情面支援に着目したモバイルラーニング環境の構築に向けた
基礎研究として、毎年度、調査や実験を複数回行い、順調に研究計画を進めてきた。その結果、デジタルネイティブの
携帯電話の利用においては、感情面に影響を及ぼす要因の多くがコミュニケーションに関連したものであることがわか
った。例えば、コミュニケーションは自分自身や相手の感情面をコントロールする重要な役割を持つことや、コミュニ
ケーションツールを通して受け取ったメッセージへの返信のタイミングが感情面のコントロールに大きな影響を持つこ
と、コミュニケーションの相手の属性のステレオタイプとメッセージ内容とのずれの影響などである。

研究成果の概要（英文）：As basic research toward the development of a mobile learning environment that 
focuses on emotional supports for digital natives, surveys and experiments had been performed multiple 
times. From these results, when digital natives used their mobile phones, a number of factors affecting 
their emotional aspects were found to be those associated with communication. For example, (1) 
communication has important roles to control the emotional aspects of their own or their partners, (2) 
the timing of the reply to the received messages has large impacts on the control of emotional aspects, 
(3) discomfort occurs when there are deviations of the actual message contents and stereotypes about the 
other party of communication.
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１．研究開始当初の背景 
従来のモバイルラーニングに関する先行

研究や実践を概観すると、それらは、主とし
て携帯電話（スマートフォンも含む。以後同
じ）などのモバイル性を活用して“いつでも
どこでも”学習できることに力点を置いてい
ると言える。もちろん、モバイルラーニング
の最大の強みは、パソコンを用いた e ラーニ
ング以上に“いつでもどこでも”学習できる
ことに異論はない。 
一方で携帯電話は、特にデジタルネイティ

ブ（物心のついたころからメールやインター
ネットのある環境で育ってきた世代であり、
現在の中高生や二十歳前後の大学生がこの
世代と言える）にとって、感情を伝え合うメ
ディアであり、自身や相手の感情をコントロ
ールすることができる自分自身の分身であ
るパーソナルなメディアと考えられる。その
ため、携帯電話を感情のメディアと捉えて活
用を工夫することで、モバイルラーニングで
は、従来のパソコンを使った e ラーニングを
凌ぐ感情面の支援を行うことが可能になる
と考えられる。 

e ラーニングにおいてしばしば言及された
学習者のドロップアウトの問題が、モバイル
ラーニングにおいても生じていることを否
定できない。学習者のドロップアウトを防ぐ
ためには、高い学習意欲を維持することが求
められるが、感情のメディアという携帯電話
の側面を活用することで、学習者の感情面を
支援し、学習者の高い学習意欲を維持するこ
とを期待できる。 

 
２．研究の目的 
 携帯電話を利用したモバイルラーニング
に関する研究は、主に“いつでもどこでも”
学習できるという携帯電話のモバイル性に
着目する。しかし、デジタルネイティブにと
っての携帯電話は、彼らの分身であるパーソ
ナルなメディアであり、感情コミュニケーシ
ョンのメディアでもある。 
本研究の全体構想は、携帯電話を感情のメデ
ィアと捉えたデジタルネイティブのための
モバイルラーニング環境の構築である。この
構想に向けた本研究の目的は、学習者の感情
面を支援するために感情の伝達やコントロ
ールを行うメディアとして携帯電話を位置
づけ、学習者が意欲的に学習に取り組めるモ
バイルラーニング環境を設計するための基
礎研究の実施である。 
 
３．研究の方法 
初めに、電子メディアの感情面、モバイル

ラーニング、デジタルネイティブに関する先
行研究の調査を行い、先行知見を整理する。 
続いて、デジタルネイティブを対象にする

携帯電話の利用に関する調査を行う。まず、
大学生を被験者とする 50 名程度を数名の小
グループに分けて、特に感情面に関わる利用
についてインタビューやフォーカスグルー

プのディスカッションを行う。ここでは、被
験者の発言内容だけが分析の対象ではなく、
彼らの所有する携帯電話そのもののデータ
（例えば、待ち受け画面やデコレーション、
ストラップなど）も収集して分析に利用する。
ここで得られる質的データに基づいてアン
ケートの項目を作成して、数百名規模のアン
ケート調査を実施する。 
 

４．研究成果 
 デジタルネイティブの携帯電話の利用に
おいては、感情面に影響を及ぼす要因の多く
がコミュニケーションに関連したものであ
ることがわかった。例えば、コミュニケーシ
ョンは自分自身や相手の感情面をコントロ
ールする重要な役割を持つことや、コミュニ
ケーションツールを通して受け取ったメッ
セージへの返信のタイミングが感情面のコ
ントロールに大きな影響を持つこと、コミュ
ニケーションの相手の属性（同じ世代か上の
世代か、性別など）のステレオタイプとメッ
セージ内容とのずれなどである。 
 主な結果は以下である。 
(1)携帯電話、スマートフォンを用いたテキ
ストコミュニケーションにおけるやりとり
を終えるためのストラテジーに特に注目し
た調査を行った結果、デジタルネイティブの
世代は、携帯電話で行うテキストコミュニケ
ーションの特性を彼らなりに理解し、特性を
生かしたストラテジーを行っていることが
わかった。 
(2)デジタルネイティブ世代の大学生にとっ
て、特にメールや LINE などの文字のやりと
りによるテキストコミュニケーションにお
いて、メッセージの受信確認や返信のスピー
ドが重要であり、これらのコミュニケーショ
ンに関する制約が発生した場合に、彼らの感
情面への負の影響が大きい可能性が示唆さ
れた。すなわち、彼らにとって、携帯電話な
どのデジタルデバイスを彼らの身体から遠
く引き離すことは、心理面へのネガティブな
影響があることがわかった。 
(3)特に感情面に影響を及ぼす要因としての
コミュニケーションの多くが、学習活動に直
接的に関係するものではなく、学習中のいわ
ゆるマルチタスクによるものであることが
わかった。すなわち、学習に直接関わる教材
やシステムにだけ注目しても感情面支援の
一部分を扱うことになると考えられるため、
狭義の学習環境から学習者のメディア利用
環境全般にまで広げた感情面支援の検討の
必要性が高まった。 
そこで、特にマルチタスクを焦点化して再
構築した研究課題を平成 27 年度に新たに応
募し採択された。 
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